第41回　施設処遇検討会議　議事録

H20.1.28　13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・山田・山口・三浦・小松　　　　小坂・佐々木・原・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・清水S.G.M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：馬渡

議題

１：下妻　康貴　様　（青明舎登録者様）の処遇について

２：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

３：岩城　敏夫　様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：下妻　康貴　様　（青明舎登録者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①問題を整理して相談する事が出来ない
　　　　　　　介入方法→・本人が相談しやすい環境を作る。

　　　　　　　　　　　　　本人と青明舎との信頼関係を築く（訪問・来所時）

　　　　　　　　　　　　　来所できる機会を増やすようにする

　　　　　　　　　　　　・関係機関（ナイトケア・外来）との情報を連携し、情報共有を図る。

　　　②病状の変化

　　　　　　　介入方法→・就労に対する疲労感や盗難にあった事で本人へストレスがかかり、本人の病状悪化に繋がる可能性が考えられる。
・パート先での情報収集

・必要であればその都度訪問を行い、各関係機関（ナイトケア・外来）での情報収集すると共に情報共有する。

＜評価＞

　本人との関わりが薄いのではないか、また本人の仕事場（ﾊﾟｾﾘｰ菜）での様子や、高森薬局での手伝いの様子を探る必要があり、どういう経緯で高森薬局に手伝いに行く事になったのかを明確にすること、本人との面談の中で問題点を明確にするとともに、正確な情報を収集し関係機関と情報を共有することが必要である。また青明舎の介入方法を明確にし、早めの介入が必要である為、次回再度検討を行う事とする。

２：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①就労訓練について（継続）

介入方法→○訓練実施状況の観察（継続）

訓練を一緒に行う機会を設け、密に作業内容を観察し、生活場面も合わせて変化を観察・評価を行う。

○評価方法の検討

課題キーワードを設定し、キーワードに沿い定期的に訓練成果を振り返る。自己評価し、振り返りを行いやすい環境を作る。（継続性・規律性・就労意義の理解・作業手順の理解・体力向上・ストレス耐性）
・訓練実施している職場と連携を図り、職場からも面談して評価して頂く。（2月上旬実施予定）。酷評されることにより落胆し、生活意欲が低下しない様に、プラス面の評価も行う。

○就労訓練の継続（内容の検討）

・就労訓練実施後の対人交流や生活状況の変化を確認し、本人と相談。訓練中止、訓練日程（時間や日を減らすなど）変更も検討する。

＊就労継続支援事業の利用

・翌4月からは体系移行したうみねこ幸房利用することとしている。
　　　②就労訓練実施後・対人交流（他者への攻撃的）

　　　　　　　　　　　・生活スタイルの乱れ（金銭管理・余暇活動・対処への焦燥感）

　　　　　　　　介入方法→○統一した対応を行う。

・担当職員だけでなく、青山荘他職員、デイケアや青明舎職員など多方面からの助言を行い、職員全員で同様の対応をする。円滑に行う為密に情報交換し、応対方法を確認する。また、指摘する場面では、複数で面談を行うなど、職員個人が考える指摘事項でないことを認知して頂く。

・主治医にも情報提供し、主治医からも同一の評価をして頂く。

○対人交流方法の振り返り

・対人交流面または施設利用マナーなどでの課題場面があれば、具体的に記録し、本人と振り返り、改善方法の検討を行う。

・改善されている点があれば本人にその都度正の評価を行う。

・金銭管理や余暇の過ごし方に関しては、毎月変化と課題の確認を行っているが、入所期間も少なくなってきたことから自分で考慮・調整する様に促す。ギャンブルなどに特定の活動に関してはこれまで生活や病状悪化させた原因ともなっており、自制して頂く。
○職員との関わる頻度・内容の調整

・面談時期の調整を行う。面談間隔を狭めることで振り返り（評価）を行う機会も増え、課題点に留意して生活することが可能となるが、職員に依存傾向ともなり、短間隔で面談を行うことに慣れ、行わない場合には乱れが生じやすくなる。

・生活チェック書類など本人が記入し、後に本人と職員が振り返りできる記録を行っているが、本人が「評価」を気にかけること、職員に依存的になっていること、今後退所して自立することなどを考慮し、中止とする。（本人は重要事項をメモし、確認する習慣が身についた）

○退所時期の明確化

・退所時期を明確にすることで気分の変動（焦燥感）、多動的となることが考えられ、現在は退所時期を明確にしていなかった。しかし、本人の不満・不安の増大、意欲の低下に繋がっていることもあり、退所時期（予定）を明確にする。

＜評価＞

　本人は担当職員に依存的になりがちである為、本人を切り放した援助が必要である。就労訓練に関しては青明舎の職員を交えての面談を行う必要がある。自己評価が高いので、単純な評価シートでの評価を行ってみてはどうか。退所後を見据えての方向性の明確化を行うとともに、必要があれば青明舎とも面談を行っていく必要もあるのではないか。退所までの時間、本人が今何をしたいのか、本人が振り返りを行えるような面談を行っていく必要がある。

３：岩城　敏夫　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　①身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっており、よく物が無くなる。
介入方法→・定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、内容別に分けて分かりやすく表示しておく。

・古い絵など捨てられないものは家族に家に持って行ってもらい保管していただく。

・新しく物を購入する場合は、在庫を確認して本当に必要な物か再考して頂く。

・置き場所を決め、使ったものは元に戻す習慣を身に付けていく。

・衣類は新しい物と汚れたものを分けておき、入浴時には交換・洗濯できるように促していく。
②間食のコントロールと身体機能の維持。
　　　　　　　　介入方法→・食事の際にも、缶詰・納豆・卵など購入してきたものを加えて食べており、食後にもアイスや団子・果物など好きなものを満足するまで食べ、1週間3000カロリーを超えて間食している。一日の摂取カロリーの目安を知ってもらい、それにあった間食の摂り方と運動の必要性を助言していく。

③生活と趣味の充実と拡大

　　　　　介入方法→・定期的に、市内以外の美術館や展覧会に出かける機会を設定していく。

　　　　　　　　　　・ハート展等に作品を送ってみるなど、本人のモチベーションの向上につながるような機会を探していく。

　　　　　　　　　　・ＡＴＭ等の利用支援を継続していく。
④ペースメーカ－の装着。

　　　　　　　　介入方法→・毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する

・装着している事を意識して体を動かす事を拒否したりする為、定期的に点検していて異常がないことや激しい運動でなければ行なって良いことを説明し不安の解消に努める。現在の身体機能・体力を維持できるように助言していく。

・半年に一度、日赤ＨＰにて定期的に点検があるため、付き添って不安の解消に努める。

評価

　前回の問題点とほぼ一緒であるが、身体機能の低下は見られず、物忘れはあるがひどいわけでは無い、落ち着いて考えれば理解することはできる。幻聴があるが、生活に支障はなく他者との関わりも悪くはない、間食については説明を行う事で理解しやめることは可能である。今後の関わりとしては、本人の身体的、QOLの低下、家族への関わりについて継続して支援する必要がある。また、視点を変えた関わりが必要である。

